
学年末テスト 2日目です。 

２月26日（木） 

今日も朝は寒かったです。しかし一歩ずつ春に近づいています。校庭の桜の蕾もだいぶ大きくな

りました。学年末テストも明日が最終日です。３学年と一緒に

生活するのもあと 12 日です。テストが終わると生徒たちもホ

ッとした顔になります。しかし、多くの３年生は２週間後に公

立高校の学力検査を控えています。最後の最後まで気を緩めず

授業に家庭学習に励みましょう。1・２年生も卒業後の進路を

考える時はすぐにやってきます。江戸幕末の長州藩に、皆さん

もよく知っている吉田松陰という人物がいました。吉田松陰は

「志定まれば、気盛んなり」という言葉を残しました。志とは、自分の心に決めた目標に向けて進もう

とする決心のことです。したがってこの言葉の意味は、「目標への気持ちが志としてはっきりすれば、

自ずとやる気や意欲が生ずる」ということです。人は「頑張れ！」と言われても、目標が定まっていな

ければ頑張りようがありません。将来どんな職業に就きたいのか、高校で何を学びたいのかなどを明確

にするためにも、多くの人と対話し、多くの知識を身に付け、自分の視野を広げていきましょう。学校

での教科学習は勿論大切ですが、他にも子どもたちに身に付けさせたい力はたくさんあります。今の時

代は、変化するスピードが速く、誰もが未来を全く予測できない時代と言われています。こうした時代

でも、子どもにはしっかりと自立して、たくましく育って欲しいと思うのは、全ての保護者の願いでは

ないでしょうか。ある著書であった自立した大人になるために必要な力として、①「言葉の読解力」②

「自分で考える力」③「想い浮かべる力」の３つが挙げられていましたので紹介します。 

○言葉の読解力：人が言っていることや文章を的確に理解してポイントをつかむ力と、自分の考えを

的確にわかりやすく相手に伝えたり表現する力です。要するにコミュニケーション力です。このコミュ

ニケーション力は、「保護者が子どもに身に付けさせたい力」の第１位にもなっています。 

○自分で考える力：勉強でも日常生活でも自分なりに考え、判断する力やこれまで身につけた知識や

技能を活用する力、物事を筋道立てて考える力です。特に、これからの先行き不透明な変化の激しい時

代を生き抜くには、こうした能力は非常に大切になってくるのではないでしょうか。 

○想い浮かべる力：具体的な物や事象だけでなく、人の心など抽象的なこともイメージできる力で

す。細かな点だけでなく、全体も俯瞰（ふかん）して見ることができる感性も大切だと述べられていま

す。（俯瞰とは：元々は鷹が高い所から見を下ろすという意味で、全体を上から見ること。） 



〇各学年末テストの様子 


